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【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  27-1-010 

補助事業名  平成27年度自転車競技の普及促進及び競技力向上に資する補助事業 

補助事業者名  一般財団法人 日本自転車普及協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

本体大会の開催により、国内自転車競技の普及促進及び開催地域の活性化を図る。 

また大会レベル（レースクラス2.1）の維持やさらなる人気の向上を図ることにより、 

国内におけるスポーツ文化の発展、国民の健全な心身の発達及び自転車市民権の確 

立（＝自転車文化の創出）を目的とする。 

 

（２）実施内容 

   富士山ステージ開催、東京ステージ開催、ツアー・オブ・ジャパン広報

(http://www.toj.co.jp/2015/) 

 

国内で唯一の都府県（堺～東京間）をまたぐステージレースである、国際自転車競技連

合（ＵＣＩ）公認の自転車ロードレース「第１８回ツアー・オブ・ジャパン」を開催した。 

今大会より新たに「いなべステージ」（三重県いなべ市）が加わり、全７ステージ全て公

道を使用したコース設定で行った。ＵＣＩレースクラス2.1が定着してきたことで、今まで

以上に一般市民や国内外のマスコミからの注目度が高い大会となった。 

 

 

 

観客の声援に励まされながら、富士山ステー

ジを走り切ろうとする選手たち。 

多くの観戦者がいる、東京ステージのスター

トを待つ選手たち。 

 

 

http://www.toj.co.jp/2015/
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２ 予想される事業実施効果 

  UCIレースクラス2.1が定着してきたことで、名実ともに日本最大のステージレースと

いえる本大会を通して、一般観客や国内選手への自転車競技のさらなる普及発展が見込

まれる。 

  今回、日本人選手の優勝がなかったことからも、国内と海外での競技レベルの差が見

受けられる。世界最高峰の「ツール・ド・フランス」や、来る２０２０年東京オリンピ

ック・パラリンピックにおいて活躍のできる選手の育成のためにも、「ツアー・オブ・ジ

ャパン」は世界の走りを体感し、競技レベルをアップするために非常に重要な大会であ

り、ここで活躍することで多くのマスコミから注目され、その結果、自転車ロードレー

スのみならず、自転車業界全体の発展に寄与するものである。 

また、全ステージ公道を利用することで、自転車も車道を走る仲間というイメージを

認識していただき、自転車の健全利用に繋がり、自転車文化の創出を図ることが期待で

きる。 

 

３ 本事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

・ＴＯＪ報告書 （http://toj.co.jp/2015/file_upload_f/TOJ2015.pdf） 
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・ＴＯＪテクニカルガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＴＯＪ告知チラシ（A4）及びＴＯＪポスター（B2） 

                  

チラシ（表面）、ポスター    チラシ（裏面） 

 

・ＴＯＪプログラム 
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・ＴＯＪ東京ステージ交通規制チラシ（B4） 

 

 

・ＴＯＪ東京ステージ交通規制バスポスター（B3） 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人 日本自転車普及協会(ニホンジテンシャフキュウキョウカイ) 

住  所： 141-0021 

東京都品川区上大崎 3-3-1 

代 表 者： 会長  石黒 克巳(イシグロ カツミ) 

担当部署： 事務局（ジムキョク） 

担当者名： 常務理事 田中 栄作(タナカ エイサク) 

電話番号： 03-4334-7952 

F A   X：  03-4334-7957 

E-mail ：  jifukyo@jifu.jp 

U R L ： http://www.bpaj.or.jp 
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